
定期総会・会員研修会・懇親会開催のお知らせ 

（日時）令和7年9月1日(月)  

16:40 受付開始 / 17:00 定期総会 / 17:20 会員研修会 / 18:30 懇親会 / 20:00 解散 

（場所）法政大学 市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー26階「会議室A」 

（会員研修会） 

演題「会計専門家のためのワインテイスティング（財務分析との共通性） 

－イタリアワインと複式簿記の起源－」 

講師 川島 健司 教授（高度会計人育成センター長・経営学部 教授） 

（会費）公認会計士及び会計士補 10,000円（予定） / 試験合格者 5,000円（予定） 
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会長挨拶 

会長 太田荘一（昭和52年卒） 

 盛夏の候、公認会計士法友

会の会員の皆様におかれま

しては、益々ご活躍のことと

存じます。 

 本年度も全国の会員の皆

様から、会費と寄付金のご芳

志を賜り、誠にありがとうござ

います。会員各位の多大なる

ご支援に本当に感謝に堪え

ません。 

 おかげ様をもちまして、法政

大学の内外における公認会

計士法友会のプレゼンスを何

とか維持できているのも、会

員の皆様方のご賛同とご協力の賜物であると、役員一同を

代表いたしまして、深謝申し上げます。 

 法友会の目的である『会員の相互交流・親睦を深めるとと

もに、母校の発展と後進の育成に貢献する』に基づき、新し

い若い世代の会員への橋渡し役になるべく、河西事務局長

はじめ、役員諸氏の精力的なご対応と協力を受けながら、

なんとか会長を務めさせていただいております。引き続き、

会員の皆様からのご指導ご鞭撻のほど、なにとぞお願い申

し上げます。 

 

 今回も、この半年間のイベントについてのご報告と、これ

までの法友会活動を振り返って、今後の方針等、雑感を述

べさせていただきたいと思います。 

 

【令和6年度公認会計士試験の合格状況と受験生の拡充支

援について】 

●令和6年度の法政大学出身者の公認会計士試験の合格

者は、47名（現役学生14名、卒業生33名）ということで前年

度より9名増で、全国大学別合格者ランキングでは､昨年同

数同順位であった一橋大学、立命館大学と僅かの差で第11

位ということで、箱根駅伝同様、トップ10シード権？は逃しま

したが、毎年、現役学生は相当数の合格者を輩出し、特に3

年生からの合格者が今年も４名もいるのは、指導にあたら

れた先生方や高度会計人育成センターの関係者のご尽力

と合格者の皆さんの努力の賜物かと思います。更に、今年

も卒業生からの合格者、それも、法学部や文学部といった

種々の学部出身者の方が多く合格されました。卒業後に受

験勉強を継続された（あるいは始められた）皆様のご努力に

敬意を表したいと思います。 

 今後益々の合格者の増加により、来年度はさらに上位入

りを期待いたします。 

（今回も合格者の皆さんのご氏名を掲載したいと思います。

祝賀会当日に配布しました式次第に掲載されたものです。

下記の【令和6年度公認会計士試験合格者】をご覧くださ

い） 

 

●合格者数を大幅に伸ばしている大学別合格者数ランキン

グ上位の大学（次ページの【令和6年度公認会計士試験 出

身大学別合格者数(トップ１０)】をご覧ください）においては、

付属校と大学との連携により、高校生のうちから公認会計

士試験合格のための教育課程や職業啓蒙活動が進んでお

り、特定の付属校においては高校生の時から公認会計士

試験合格を目指して受験勉強をスタートさせているとも聞い
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ております。法政大学においても、現在、法政大学中学高

等学校（旧一高）では、正規の選択授業として「簿記・アカウ

ンティング」受講者が毎年増加しており、大学進学後の合格

者の増加に繋がっていると伺っており、今回、法政大学第

二中学高等学校において、公認会計士制度（職業の魅力と

受験）説明会を開催しております。（詳細は後掲の「経営学

部・経済学部進学者の二高3年生対象イベント」をご参照。）

これらの取り組み好例を法政国際高校（旧女子校）他の付

属校にも拡充することを大学に提案推進し、当会において

は公認会計士の職業の魅力を啓蒙する活動を拡充したいと

考えています。 

 

●令和7年1月25日に令和6年度公認会計士試験合格祝賀

会を今年も薩埵ホールにて開催し、多くの合格者に出席い

ただき、全員から一言ずつ挨拶をいただきました。（詳細

は、後掲「令和6年度公認会計士試験合格祝賀会開催報告 

」をご参照。） 

 今年の合格祝賀会も、多くの当会の若手会員に参加いた

だき、同日に開催しました会員研修会の講師を三浦太会員

（1985年経営学部卒）にお願いして「スタートアップ・ベン

チャーの経営強化のやり方」と題して多くの上場支援実績

の経験を交えて語っていただきました。 今後もより多くの若

手会員の参加を促進するための研修やイベント等を企画し

ていきたいと思います。 

 

●令和7年６月24日に開催された日本公認会計士協会東京

会主催の「公認会計士制度説明会」（リアルタイムオンライ

ン開催、高度会計人育成センターと共催）においては、今回

の合格祝賀会にも出席された昨年度合格者の友清真紀さ

んが、本学の学生に対して、自らの合格体験談を熱く語って

いただきました。受験勉強での心構えや公認会計士を目指

した理由等の実感のこもった話に対して、聴講された学生

（付属校の高校生を含む）からの多くの質問にも的確にお応

えされており、非常に手応えのある説明会で良かったと思い

ます。 

 このような会計士制度説明会（若手会員の合格体験談や

現況の紹介を含む）は、今後も、高度会計人育成センターと

協力して（できれば次回は各キャンパスに於いて対面での）

開催の機会を増やしていきたいと思います。 

 

●この「制度説明会」には、大学OB・OG会の代表として太

田と共に若手会員の若杉七海さん（2022年経済卒）に参画

いただき、法政大学出身の公認会計士として（特に女性会

計士）の活躍の状況、特に、現在、社内会計士として活躍す

る若杉さんからは「興味のあった事業会社へのポジティブな

転職」についての公認会計士の魅力を、経験を踏まえて

語っていただきました。これは、現在就職状況が好調な中で

これから受験勉強を始めようとする一般学生に対して、非常

に大きなインパクトを与えたものと思います。（詳細は、今回

若杉さんから寄稿いただいた後掲の「雑感」ご参照。） 

 

●また、公認会計士法友会からの受験生に対する「奨学支

援金」についても大学側から紹介がありました。 

 法友会「奨学支援金」制度は、毎年、高度会計人育成セン

ターが主催する学内簿記チャンピオン大会成績優秀者に受

給資格証を付与し、短答式試験の受験を条件に使途を専

門学校の受講費用の充当に限定して５万円を給付するもの

です。 

 これまでの給付実績は、2016年度から2022年度までの7

年間合計で35名の受給権付与者の内25名が受給し、うち短

答式合格20名、最終合格者が現在までに16名出ているとい

うことで、受給した学生の合格者数及び合格率は着実に高

い結果が出ており、支援のし甲斐があるということで一同、

喜んでおります。 

 法友会としてはこれを継続し、さらに拡充していきたいと考

えておりますが、この原資として会員の皆様からのご寄付

浄財が不可欠であります。なにとぞ皆様のご支援ご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 

 （後記のとおり、会費の納入者が年々減少しており、それ

に伴い年度寄付金も暫減しております。合格祝賀会や会員

総会時に出席者から徴収しております「会費」はそのほとん

どが懇親会費用に費消されており、会務運営や奨学支援金

の原資拡大のためには、別途に、皆様からのご寄付ご芳志

が必要である現況であることをご理解いただければ幸いで

す。） 

 

【「和食基金」の創設と高度会計人育成センターとの連携に

ついて】 

●後掲の今年度の法友会決算報告案において特筆すべき

事項として、2025年2月に和食克雄顧問より、特別寄付金と

して2百万円の収受がありました。 

 これは、法政大学からの公認会計士試験合格者の今後

益々の拡大のために活用してもらいたいというご意思に基

づき、法友会としてはこれを一般会計とは別に特別会計の
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「和食奨学基金」として収支管理し、その使途活用について

検討するとともに、この趣旨に賛同する会員の皆様に、同

「基金」へのご芳志をお願いしたいと考えております。 

 諸先輩方をはじめとする篤志家の皆様には、新年度以降

にあらためてご案内をお願い申し上げますので、なにとぞご

協力のほどお願いいたします。 

 

●これまでいろいろとお世話になっております経営学部教

授の川島健司先生がこのたび高度会計人育成センター長

にご就任されました。 

 先般、今後の方針等について当会との打ち合わせ会を行

ない、ＨＡＰＰの今後の方向性が当方の認識と合致している

こと、また当方からは、大学は、学習環境の支援及び各種

奨励金等の経済的支援等については、現状、在校生に限

定されているが、これらを卒業生に対しても拡充し、講座室

の学習環境や情報交換の機会等の支援と短答式試験合格

奨励金の支給（これには原資として前述の「和食基金」を充

てることも含めて）等の経済支援の両面についてご検討い

ただきたいことを要望として申し上げました。 

 

●今後もこれらを更に継続拡充して、高度会計人育成セン

ターと協力して、本学からの受験生の拡充による合格者増

加のための諸施策（付属校の高校生への会計士の職業の

魅力紹介や会計士試験合格への啓蒙活動の推進、更に、

卒業生受験生も聴講できる「実務の最前線での実践的な

テーマでの寄付講座」の開講への支援等）を促進していきた

いと思います。 

 これらの活動が近い将来、後進の会員各位がそれぞれの

得意な専門分野や出身高校毎に対応できるよう、そのレー

ルを敷設することが現役員体制の使命と考えます。 

 

【定期総会の開催と役員改選について】 

●さて、今年度（9月1日（月）開催予定）の公認会計士法友

会の定時会員総会においては、役員の改選期になります

が、現役員の皆様にはそれぞれの役割を大変精力的にご

対応いただいておりますので、誠に恐縮ですが、今回も基

本的に継続（留任）をいただき、今年度中に、会長等の役員

の推薦と選任手続の会則改正を行ないたいと考えておりま

す。そこで、現役員体制をさらに増強し、もう一段の若返り 

を図るため多くの若手役員を登用したうえで、次の新会長体

制に引継ぎをしたいと考えております。 

 引き続き、皆様方からのご意見やアドバイスをいただけれ

ば幸いです。 

 

【法政大学校友会・法政士業の会における大学への貢献活

動の参画について】 

●一般社団法人法政大学校友会終身会員登録の拡充促

進については、今般、校友会において、卒業生が卒業後す

ぐに各パートナー組織の終身会員となることができるように

なりました。該当する若手会員の皆様には、早速に当会へ

の所属変更手続ご対応いただき、ありがとうございます。今

回、手続いただいた会員のお名前をP.15に記載させていた

だきました。まだ手続き未了の方は、ご協力のほどお願い

いたします。（大学のHPから卒業生校友会のHPご参照。） 

 

●本学の法学部における一般学生向けの授業「法律実務

入門」の講義第9回『公認会計士の職務と役割』に講師とし

て和食克雄顧問が、補助アシスタントとして太田が陪席いた

しました。これは、弁護士をはじめとする法律関係の実務家

が学生に対して法律各分野や各士業の職務と役割を実務

に即して講義するもので、法律を学ぶ学生のキャリア形成

に役立つ授業として長年

継続されているものです。 

 これまで経営学部での

寄附講座や高度会計人

育成センターを通じて、公

認会計士の職業紹介や

各業務分野の講義や会

計士制度説明はいろいろ

な形で実施してきました

が、法学部学生に対して

も継続的に実施できるようになったことは、私共としては非

常に意義あるものと考えております。これも昨年お亡くなり

になりました故金子征史先生のおかげかとあらためて深く

感謝申し上げる次第です。 

 本講義は、次年度以降も、太田のほうで講義担当させて

いただくことになっておりますが、是非、法学部出身の中堅

若手会員にも登壇いただきたいと考えておりますので、会員

各位におかれましては、是非とも積極的にご協力のほどお

願いいたします。 

 

【個人的な近況報告】 

●以上のように、私たちは法政大学から多くの公認会計士

が輩出されることを期して活動していますが、学生時代に同

じ志をもって一緒に勉強した仲間の全員が合格して同じ業

界にいるわけではありません。途中で別の進路をとった方も

立派な社会人として活躍されています。先日、後輩会員の

担当する上場会社の監

査役が法政出身だという

ことで、詳しくお聞きした

ところ、何と私と大学1年

生の時に「商学研究会」

の修善寺合宿で同じ班

の同級生であったことが

わかり、52年前の旧交を

深める機会ができ、更に

その合宿時に二人の

写っている写真を、当会

の飯塚さん（当時の4年

生）が保存管理されてい

ることに、また吃驚しまし

て、お互いの半世紀の時

間空間を超えるひととき

を過ごしました。 

（その写真の一部です。さて私太田はどこに？いますでしょ

うか。） 
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●前号でも報告しましたが、私儀、この３月末をもって、２期

８年務めさせていだきました法政大学監事を任期満了で退

任いたしました。在任中には皆様には大変お世話になりま

してありがとうございました。後任の新監事には、当会で長

年にわたり貢献されておられます小野隆良会員（1979年卒）

が就任しました。引き続きご支援よろしくお願いいたします。

次号では、小野会員より大学の現況報告等をご寄稿いただ

ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

●本年4月以降、48年前にこの業界に入って初めて、5月連

休ゴールデンウィークを業務の憂いのない休日（といっても

長年の慣例でどこにも行きませんでしたが、）を過ごしまし

た。それ以後も何もせずにいるのは「生涯現役」のモットー

に反することから、6月に千葉県千葉市で開催された日本公

認会計士協会千葉会の定期総会に（私は千葉県佐倉市在

住ですが、これまで東京での業務や活動しかしてこなかった

ため、）初めての対面出席をしてまいりました。 

 千葉会では、当会の若手の牧野智成会員（2000年経営卒 

地元船橋市で開業中）が副会長を3期9年も務められて今回

も再任され、今後も益々のご活躍が期待されます。懇親会

では熊谷千葉県知事の面前で堂々と就任挨拶をされておら

れたのが印象的でした。（当会の会員各位の中には、数年

前まで日本公認会計士協会神奈川県会会長をされておら

れた太田眞晴さん（1981年経済卒）や、同じく茨城県会会長

を歴任された小林保弘さん（1976年経営卒）というように首

都圏の公認会計士協会活動を通じて地域経済社会の発展

維持に貢献されている会員各位が多くいらっしゃいます。）

今度、牧野会員には、地域での会計士協会活動の紹介を

お願いしたいと思います。 

 

【大学の近況報告】 

●さて、新年度、法政大学のトップの交代がありました。常

務理事・副学長から長年にわたり大学を牽引してきた廣瀬

克哉総長に代わり、この４月から、ダイアナ・コー新総長が

就任されました（下記の写真） 

 ４月６日の日経新聞掲載の記事を

要約すると、「中国返還前の香港で

育ち英国籍を持つ。145年の歴史が

ある法大で初の外国籍の総長とし

て、入学式では「私もルーキー。法

政らしい進取の精神を発揮して」と

日本語と英語で呼びかけた。 

 英国領時代の香港で育つ中で階

級や格差に関心を持ち、社会学を

専攻。米スタンフォード大の大学院で研究に打ち込まれ、法

大の研究員として来日したことが縁で教員となって26年。法

政大学はグローバル化と多様性・公平性・包摂性（DEI）の

推進を旗印に掲げる。副学長時代にはDEIに関する啓発や

相談、支援を行う専門部署を設置して他大学の関心を集め

ているが、「授業は一期一会。研究より好きかもしれない」と

語る。 

 （コー新総長の教育熱は旺盛なことは、私も監事監査で、

GIS学部長から常務理事になられる間、何度かお話する機

会がありましたが、そのとおりだと思いました。）「かつて「蛮

カラ」だった法大も今では女子学生や留学生が増えた。そん

な新しいイメージの発信や、包摂や公平をよく知る新総長の

手綱さばきが注目される。」とされています。 

 

●今年の法政大学の学位授与式と入学式は、3月と4月に

それぞれ日本武道館に於いて挙行されました。（今年は、学

位授与式に太田が、入学式には新監事の小野隆良会員

が、それぞれ参席しました。）在学中に試験合格して社会に

飛び立っていく卒業生、あるいは再挑戦する卒業生や、希

望に目を輝かしている入学生を迎えて、校歌斉唱とエール

は、やはり意気高揚します。「フレー！フレー！法政、がん

ばれー！がんばれー！卒業生と新入生」と。 

 

【最後に】 

 昨今、経済界は人手不足で学生の売手市場の状況が継

続しており、公認会計士試験受験を目指す学生も思ったよ

うには増えませんが、今年も47名の試験合格者が輩出さ

れ、当会にも多くの新しい仲間が増えました。 

 今後も法政の学生からより多くの公認会計士を輩出する

ためにも、さらに、将来のある若い皆さんが活き活きとして

集い結べる業界・魅力ある士業となるよう、法友会としても

まだまだやるべきことはたくさんあります。 

 

 今年度の定期総会も2025年９月1日（月）にボワソナードタ

ワーで開催いたします。今回は川島健司先生にお願いをい

たしまして、いつもとは趣向の異なる講演会と懇親会を予定

しております。是非お楽しみにしていただき、毎年参加され

ています会員諸氏におかれましては勿論、しばらくご無沙汰

しております会員の皆様にも是非ともご参集をいただき、

「法政、我が母校♪」と声高らかに校歌をご一緒しましょう。 

「フレー！！フレー！！法政、 ガンバレ！！ガンバレ！！

法友会」 

 

以上 
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 法友会の皆様、こんにちは。

2022年に経済学部を卒業した若

杉七海と申します。今回は、会報

誌に寄稿する機会をいただきまし

たので、自己紹介とともに、先日

登壇した公認会計士制度説明会

の感想、そして最近のプライベート

について少しお話しさせていただ

きます。 

 （鎌倉の明月院にて） 

 

【自己紹介】 

 私は2021年3月に学生非常勤として大手監査法人に入所

し、会計士キャリアをスタートしました。優秀なメンバーに囲

まれて刺激的な日々を過ごしていた一方で、もともと数字を

作る側に興味があったことから、2025年3月に監査法人を退

職し、4月より事業会社の組織内会計士として勤務していま

す。 

 現在は、財務経理部門にてグループ全体の財務情報の

取りまとめや決算業務に携わっています。以前は、監査法

人の職員として会社の外から数字を監査していましたが、

実際に監査を受ける側になるのは少し緊張する一方で、新

鮮さも感じています。 

 また、転職と同時に都内で一人暮らしを始めたので、最近

はご近所散歩や、グルメ開拓を楽しんでいます。 

  

【制度説明会への登壇】 

 先日6/24(火)に、附属校の高校生と大学生の皆様を対象

に「公認会計士の魅力」についてお話しする機会をいただき

ました。このような機会はほぼ初めてでしたので、未来への

希望に満ちた学生の方々と向き合えたことは、私にとって非

常に貴重な経験となりました。 

 説明会では、若手会計士の目線で、公認会計士の社会的

な役割や魅力、そして私自身のキャリアについてお話ししま

した。質疑応答の時間には、会計士を目指した理由や勉強

方法、さらには簿記の取得有無など、熱心な質問が多く寄

せられ、学生の皆様の真剣な姿勢に心を打たれました。私

自身、決して初めから公認会計士を目指していたわけでは

なく、先輩や講師方の話を聞く中で資格取得を志しました。

今回の説明会が、少しでも学生の方々の進路選択のヒント

になれば嬉しく思います。 

 【最近のプライベート】 

 最近は「週末リフレッシュ」をテーマに過ごすようにしていま

す。最近は紫陽花を観に鎌倉へ行ったり、ミュージカル鑑賞

や浅草に食べ歩きへ行きました。忙しい日々の中でも、ほん

の少しのリフレッシュ時間があるだけで、気持ちが整うのを

感じます。アウトドアは好きなので、今後新しい趣味も見つ

けていきたいです。 

 また、友人との時間も大切にしています。前職の同期や資

格予備校時代の友人と集まり、近況を語り合ったり、美味し

いものを食べたり、旅行の計画をしました。お仕事の話だけ

でなく、趣味や旅行の話など、気兼ねなく話せる時間が心の

栄養になっています。また、会計士の友人が様々なキャリア

を歩んでいるのを聞くと、公認会計士のキャリアの幅広さを

感じ、刺激をもらいます。 

  

【最後に】 

 制度説明会での登壇を通じて、改めて「人に伝えること」の

大切さを実感しました。学生の皆様の前で話すことで、自分

自身のキャリアを振り返る良いきっかけになりました。今後

はより多くの人に価値を届けられるよう、伝える力を磨いて

いきたいと考えています。 

 このような貴重な機会をいただいた太田様はじめ、法友会

関係者の皆様に心より感謝申し上げます。今後も、後輩の

皆様の成長を応援し続けたいと思います。そして、またいつ

か法友会の皆様とお会いできる日を楽しみにしています。 

 

（友人に転職祝いとしてプレートを

用意頂きました） 

 

 

 

 

 

(熱海の海鮮丼です。お魚が新鮮で

した) 

雑感 母校での説明会登壇を終えて  

若杉 七海 （令和4年卒） 
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 2025年1月29日（水）に標記の題目で会計士制度説明会を

実施しました。法政大学からの会計士合格者を増やすべく

付属校へ訪問し、会計士という職業の魅力を伝え、会計士

試験へのチャレンジを促すという取り組みになります。以前

は会計士協会の神奈川県会からこのような訪問があったよ

うですが、法友会としては初の試みとなりました。法友会か

ら太田会長をはじめ、二高出身の越智副会長、内田さん

（2024年の3年生合格者）、森口の4名、更に大学から高大

連携を積極的に推進されている川島先生（先生も二高出

身）が参加しました。当日は、朝の通学電車の遅れがあって

一部の生徒が遅れての参加であったにもかかわらず、経営

学部進学予定者が66名、経済学部進学予定者が55名の計

121名の生徒が参加してくれました。 

 初めに講演を終えての個人的な感想をお伝えしておくと、

私個人の想定では自分が高校3年生だったころを思い返し、

取り敢えず聞いておくかぐらいの雰囲気が漂うのかなと思っ

ていましたが、意外や参加した3年生は真剣な眼差しで熱心

に聞いている生徒がほとんどで良い意味で裏切られました

（講演終了後、我々の帰り際に追いかけて質問に来る生徒

もいました）。 

 簡単に実施したプログラムもお伝えしておくと今回は全員

が会計や会計士を知っている訳ではないのでそちらも踏ま

えて説明してほしいという二高からの要望もあり、「Ⅰ 会

計って何だろう？ザイムショヒョウって何だろう？」「Ⅱ CPA

の仕事とその魅力」を講演形式、その後、「Ⅲ 先輩たちはど

うやって会計士試験に合格した？いま、何をやりがいにして

いる？」を川島先生の司会によりパネルディスカッション形

式で実施し、最後に生徒たちからの質問タイムとなりまし

た。 

 Ⅰは私のパートでしたが、生徒たちにとっては、おそらく初

めて接する専門用語が多く大変だったと思いますが、ある

上場企業のHPにアクセスして、実際の有報を見てどこにど

の様な情報があるのか見たりしながら進めたこともあり、真

剣に沢山のメモを取っている様子が伺えました。続くⅡでは

越智副会長が会計士の社会的意義や女性活躍、人気就職

先ランキングなどを用いて会計士の魅力を伝えことに加え、

実感を踏まえた給与面での話を伝えると生徒たちがザワつ

いていました。その後のⅢでは、太田会長より会計的視点

や昨今の時代背景から基礎学力（特に数学と英語の大切

さ）を高めることの大切さ、越智副会長からは自分のことは

自分自身より他人の方が分かっていることがあるので傾聴

することの大切さ、更に内田さんからは直近合格者ならでは

の実体験に基づく合格までの必要勉強時間や取組姿勢を

熱く語ってくれたこともあり最後は自然と拍手が起きるほど

生徒の心をつかんでいました。加えて川島先生より二高な

らではの人のつながりや部活動で培った集中力が試験にも

生かせるといったアドバイスやこのような取り組みから付属

校生は早いスタートが切れるというメリットを聞いて一段と真

剣な眼差しになっていた様に感じました。 

 今回の反応を踏まえ、法友会として来年度以降も付属校

（二高に限らず、法政高、法政国際高も）への訪問を続けて

いきたいと思いますので、付属校出身の方をはじめ、この取

り組みに参加されたい方は事務局まで是非、ご一報いただ

ければと存じます。 

経営学部・経済学部進学者の二高3年生対象イベント 
先輩の公認会計士（CPA）と未来の世界を考えてみよう！   森口 輝来（平成11年卒） 
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令和6年度公認会計士試験合格者の近況 

合格者に近況を報告していただくコーナーです。 

●古川 桃子（令和元年卒） 

<ご挨拶> 

 法友会の皆様、初めまして。法政大学経営学部 2019年卒業

生の古川桃子と申します。この度はこのような機会をいただけ

ましたこと、大変ありがたく存じます。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

 

<これまでの経歴> 

 私が公認会計士を目指したのは社会人になってからです。新

卒の就活では、「専門性とソフトスキルの双方を身につけ、仕

事の付加価値を高められる人材になりたい」という想いから、

幅広い領域で高い専門性を持つ信託銀行への入社を決めまし

た。新卒から昨年の7月まで、約5年間在籍しましたが、株主名

簿に関連したレポート作成やシステムの開発・導入など様々な

業務を経験させていただきました。 

 特に印象的な業務はITを活用した業務効率化施策です。入

社当初は出社前提の運営だったため、他部門への依頼は紙で

のやりとりが基本、また属人化された業務も大量にありました。

しかしコロナを経て新たな働き方が提唱され、効率的かつ標準

的なフローを目指す運営改革が行われました。プロジェクトを

進める上では、関係者との折衝に難航することや想定外のシ

ステムエラーにも悩まされましたが、自身の課題認識から解決

策の検討・実現まで一気通貫で携われた経験は自身にとって

大きな糧になっています。 

 

<公認会計士を目指した理由> 

 公認会計士を目指した理由は、「専門性を武器にキャリアを

形成したい」という想いを抱くようになったからです。前職では

弁護士やアナリストの方が多く在籍しており、スペシャリストとし

て高度な業務に取り組まれている姿に憧れを抱きました。 

数ある職種の中でも、公認会計士を選んだ理由は2つありま

す。１つ目は、簿記の学習経験があったこと。大学で「簿記入

門」を受講したことをきっかけに、簿記2級を在学中に取得しま

した。資格取得は講義の小テスト対策がきっかけでしたが、勉

強を進めるにつれ、パズルがハマるような感覚に面白さを感じ

るようになりました。2級取得後は1級や公認会計士の資格取

得までは目指しませんでしたが、簿記の基礎を学んだ経験は

公認会計士の勉強を始めるハードルを下げてくれたように思い

ます。2つ目は会計の汎用性の高さ。会計スキルはどの業種に

おいても必要不可欠な要素であり、ITや語学など、他のスキル

と相性も良い分野です。資格を基点に働くとしても、公認会計

士の資格であれば、これまでの経験も最大限活かしながら働

けるのではと考え、受験を決意しました。 

 

<監査法人での業務> 

 2025年２月より、有限責任あずさ監査法人で働いています。

入社後1か月は、所属事業部ごとの研修で監査の基礎やビジ

ネススキルを学び、3月からは実際のチームで、仕訳検証や物

件往査、開示チェックなどさまざまな業務に携わらせていただ

きました。単純作業にとどまらない実務も多く、受験生時代に学

んだ知識が実務で活かされたときには、「学びが現実に繋がっ

た」と実感でき、さらに知識を深めたいという成長意欲が湧き上

がりました。 

 一方で、適正かどうかを判断するために必要な追加資料の見

極めや、どの範囲までヒアリングすべきかなど、学びの段階で

は気づかなかった複雑さや例外が実務の現場には数多く存在

することも痛感しました。今後は、知識と経験の両面を高めな

がら、チームやクライアントにより深く貢献できるよう成長してい

きたいです。 

 

<プライベート> 

 試験合格後は、友人との旅行や趣味のクラシック鑑賞、ラン

ニングなど、受験期間中にはできなかったことを存分に楽しん

でいます。この夏は2週間ほどお休みをいただき、韓国とタイへ

の旅行を予定しています。ここまでの長期休暇は、社会人に

なってから初めてです。繁忙期にはどうしても残業が増えます

が、オンとオフをしっかり切り替えられる働き方ができる点は、

監査法人ならではの魅力だと実感しています。 

 また、監査法人では一堂に会して研修を行う機会も多く、同期

同士のつながりも自然と深まりました。入所前は、年齢や経歴

がさまざまであったことから、正直なところ、仕事上だけのドライ

な関係になるのではないかと思っていました（笑）。しかし実際

には、一同期としてフラットな関係を築くことができ、バックグラ

ウンドの違いによる垣根はまったく感じません。今では、仕事上

の相談やプライベートの些細なことまで話せる、気の置けない

友人もいます。入所前には想像していなかった、うれしい誤算

です。 

 

<おわりに> 

 法友会の皆様、先般は合格祝賀会にお招きいただき誠にあ

りがとうございました。 

 まだまだ未熟者ではございますが、今後ともご指導ご鞭撻の

程よろしくお願い申し上げます。 

（左）前職の同期との食事会。退職後も定期的に会う大切な友

人です。 

（右）大学時代の友人にお祝いしてもらいました。 
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●鈴木 侃汰（令和5年卒） 

＜ご挨拶＞ 

 法友会の皆様、初めまし

て。法政大学経営学部 経営

戦略学科を卒業し、現在は

EY新日本有限責任監査法人

で働いています。鈴木 侃汰と

いいます。今回、法友会の試

験合格者の近況報告をさせ

ていただきます。同じ法友会

の一員として、今後、関わる

機会があるときは、どうぞよろ

しくお願いします。 

 

 

 

＜会計士試験について＞ 

 私が、公認会計士を目指し始めたのは、大学1年生の秋の頃

でした。当時、私は、法政大学を入学してすぐに大学の簿記２,

３級の講座を受講しました。その時は、公認会計士を目指すど

ころか存在すら知りませんでした。ですが、その講座の先生が

公認会計士であり、授業の合間に公認会計士についての話を

してくれました。公認会計士は会計、監査の専門家であること、

多くの会計士は監査法人に入社することなどを聞いているうち

に、会計士に興味を持ち始めました。特に、会計士は収入に恵

まれているため、先生が海外旅行に行った話など贅沢な話を

いつも楽しく聞いていました。 

 目指したのは良いものの、公認会計士試験に合格するまで

にとても長い時間がかかりました。自分は短答式試験に４回落

ちました。管理会計が苦手で、他の科目単体では合格点を取

れていても、管理会計の点数がとても低いため全体では合格

に届きませんでした。大学在籍中に、公認会計士試験に合格

することが出来なかったため、公認会計士になることを諦め

て、就活をして、一般企業に入ることも考えましたが、親に大学

を卒業した後も、金銭面を支援すると言われ、勉強に集中する

ことが出来ました。大学卒業時点では、短答式試験も受かって

いなかったため、これから受かる見込みもわからない状況の

中、支援してくれた親にはとても感謝です。 

 また、受験友達にもすごく恵まれました。友達は自分より早く

合格し、監査法人で働いていました。予備校に来なくなった後

も、会おうと言ってくれて、とても良い気晴らしになりました。居

酒屋のお代を奢ってくれたりもして、とても感謝しているととも

に、会計士になると、そんなに稼げるのかと勉強のモチベー

ションが高まりました。 

 

＜現在の仕事について＞ 

 現在は、EY新日本有限責任監査法人のスタッフとして働いて

います。自分は監査法人の就活中に、法人の情報を集めてい

るうちに、IPO監査について、興味を持ちました。IPO監査のクラ

イアントの中には、まだ、あまり世間に普及していないサービス

を提供するところもあり、そのようなクライアントの監査を通じ

て、新しいサービスを知っていくことがとても面白そうだと感じま

した。EYの就活中に、自分はＩＰＯ監査に関わりたいという要望

を法人に伝え、その希望を通していただき、現在は、IPO監査

のコアメンバーとして関わっています。クライアントはとても珍し

い事業を行っており、上場企業の監査では得られない経験をさ

せてもらっています。 

 監査法人で働いてみて、自分は、とてもメリハリのある環境だ

と感じました。4.5月の繁忙期を経験しましたが、正直とても大

変でした。担当する調書の量が多く、期限ギリギリで終わらせ

ることが多かったです。しかし、自分が大変な時は、先輩が自

分の分担の調書を代わりにやってくれたりもしてかなり助けら

れました。繁忙期が過ぎてからは、定時で上がれることも多く、

その変わりようにびっくりしました。8月には夏休みもあり、長期

休暇が取れるため、繁忙期で頑張った分、その後に長い休み

が取れるというメリハリのある環境が自分はとても良いと思い

ました。 

 

＜プライベートについて＞ 

 入社してからプライベートは、同期と何かをすることが多いで

す。先日は、同期と年次が一つ上の先輩たちとでボーリング大

会がありました。一番スコアが高い人には旅行券が与えられる

など景品が用意されていて、とても緊張感があり、楽しかったで

す。他にも、4月には、同期でお花見をしたりもしました。代々木

公園でお花見をしたのですが、かなり人気のお花見スポットで

あるため、場所の確保が大変でした。同期20人がくつろげるス

ペースを確保するために、朝４時に代々木公園に場所取りをし

てくれた同期がいて、かなり体を張ってもらいました。同期の仲

はかなり良いため、今の環境にはとても満足しています。 

 

＜終わりに＞ 

 今後も、EY新日本有限責任監査法人の一員としてだけでは

なく、法友会の一員として公認会計士の道を進んでいきたいと

思います。これからもよろしくお願いいたします。 
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 令和7年1月25日（土）、公認会計士法友会主催による『公認会計士試験合格祝賀会』を市ヶ谷キャンパスの外濠校舎6階 

薩埵ホールで開催しました。 

 今年度の公認会計士試験では、47名が合格（学部卒業生：33名、学部在学生：14名）しました。 

 祝賀会は、廣瀬克哉総長をはじめ、日本公認会計士協会の茂木哲也会長、大学常務理事、後援会、校友会、同窓会及び

士業の会の役員、学部長、担当教授などの大学関係者、公認会計士のOB・OG、約120名が出席し、盛大な会となりました。 

 太田会長からは、近年の合格者数、大学別ランキングに触れながら、来賓の方々からいただく激励の言葉を心に刻んで、

今後の会計士人生を送っていただきたい、と激励の言葉を述べていました。 

 廣瀬総長からは、先輩方は皆さんにとってすごく大事な資産であること、会計士というのは広く社会全体に対して責任を

持って仕事をして行く専門職であること、会計士は専門家として社会から信頼される存在であり、会計士とのしての皆さんは

社会に対して責任を果たしてくれる存在であると認められている、ということを胸に刻んで、これから何十年にわたって公認

会計士としての仕事を続けていっていただきたい、と激励の言葉を述べられていました。 

 茂木会長からは、これから先、公認会計士試験以上のハードルがたくさんあると思うが、そんな時、皆さんを一番力強く支

えてくれるのは、ここにいる皆さんであり、支えてくれるという安心感を持ち、また、安心感があるからこそ、新たなフィールド

に一歩を歩み出せる、みなさんの周りには本当に広いフィールドがたくさんあるので、新たな道へ一歩一歩進んでいくように

して欲しい、と激励の言葉を述べられていました。 

令和6年度公認会計士試験合格祝賀会開催報告 

事務局より  

 岸 牧人教授の乾杯の後、懇談・記念撮影を挟み、「法政大学後援会賞」の表彰ならびに会長ご祝辞、 「法政大学校友会

賞」 の表彰ならびに会長ご祝辞が行われ、合格者全員からの一言をもらいました。 
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 最後は、応援団・チアリーディングによる演舞での校歌斉唱、三浦副会長による挨拶で中締めとしました。 
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友好団体等への参加報告 

● 大学院ワークショップ 

① 河西正之（平成元年卒） 

 2024年12月5日、川島先生からの依頼で、大学院ワークショップを行いました。受講者は、上場企業経理・戦略の担当者、社会福

祉法人理事、経営学部の大学生2名の合計4名でした。 

 テーマは「会計・監査のDX」で、対象領域としては「会計・監査」に絞り、簡単な演習

問題も用意しました。演習問題は、事務用品の商社を前提とし、システム関連図とそ

れぞれのデータベースで持っている項目を提示して、顧客毎の採算分析を行うため

の資料を作成するためには、どのシステムのどのデータベースの項目を使えばよい

か、というものです。10分ぐらい考えてもらってから、解説を行いました。 

 最後は、DXを脅かすサイバー攻撃と、おまけに近年話題の生成AIにちょっと触れて

終わりました。 

 質疑応答では、社会福祉法人の方から「どのように分析をすればよいか悩んでいる」といったことや、学生、川島先生からも質問

がありましたが、なんとかやり切れました。 

 

② 伊藤章子（平成16年卒） 

  私は2024年12月12日に「社外監査役の実務」と題した講義を行いました。講義時点で4社の社外役員を務めており、実際に行っ

ている監査活動や、心掛けていることについてお話ししました。女性であり、公認会

計士・税理士という立場から選任されていることも踏まえ、会計監査人や内部監査部

門との連携、女性管理職との意見交換に特に力を入れている点や、内部通報窓口を

担当している事例なども紹介しました。心掛けていることとしては、いつでも辞任する

覚悟を持ち、経営陣に言うべきことをきちんと伝えるために金銭的に依存せず、本業

で稼いで知見を深めること、女性役員やCFO、経理担当者と信頼関係を築くよう努め

ていることなどもお伝えしました。講義後、川島先生から「監査役の実務のリアルを初めて知った」、「社外から支える視点が新鮮

だった」との感想をいただき、私自身も自分の役割を見つめ直す良い機会となりました。 

 

③ 三浦 太（昭和60年卒） 

 2025年１月9日に法政大学大学院経営学研究科会計・ファイナンス専攻の学生のみなさん向けに、大学院授業「ワークショップ」

として、『スタートアップ/ベンチャーの経営強化～持続的成長のための“次の一手”の考え方～』と題した授業を実務家講師（ゲス

 法政大学校友会は、一般社団法人に移行して１２年目とな

り、竹中宣雄会長のもとで執行部による校友会運営全般の見

直しが行われております。 

 その一つに、年度同期会からのパートナー組織への移籍制

限（５年間）の解除があり、令和６年７月以降、卒業後は希望す

るパートナー組織への移籍が可能となりました。 

 私ども法友会は、年度同期会に所属する公認会計士試験合

格者に対して移籍を働きかけました。 

 ご対応いただいた方々には感謝申し上げますとともに、移籍

の手続きを取られてない方々には、是非ともご協力くださるよう

お願い申し上げます。 

 さて、この年度同期会からの移籍で、１年間に２００人を大きく

超える終身会員数の増加となった「応援団ＯＢＯ会」の絆の深

さ、団結力はさすがというほかはありません。 

 私ども法友会は、公認会計士という会計プロフェショナルの集

まりであり、同様の職業倫理感や価値観、社会貢献意識を持

つ集まりですので、是非、年度同期会から法友会への移籍に、

ご理解とご協力をお願いする次第です。  

一般社団法人法政大学校友会の活動状況について  

－年度同期会からの移籍制限の解除－ 飯塚 昇（昭和49年卒） 

（法政大学校友会監事）   
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トスピーカー）という肩書きで担当させていただきました。スタートアップの事業展開の全容や資本市場の現状と実務動向などをお

話ししました。 

 市ヶ谷キャンパス・大内山校舎6階のY604教室で夜授業でした。少人数ではありましたが、皆さん終始真剣に聴講いただき、終

了後も各自から数個づつ質問があり、実際に企業経営をしている社会人学生からは、自社のケースに当てはめ実践的な質疑応

答ができ、私のほうも大変良い機会を得たと感じました。 

 川島先生からは、今回の学生の年次で会計・ファイナンス専攻の大学院は募集を停止するとお聞きし大変残念な想いを持ちまし

た。ただし、川島先生としては法友会の協力の下で、大学の学生向けカリキュラムをまた復活させたい構想もあるようですので、当

会の会員が講師を務める機会があると思いますので、みなさまの英知を結集して大学に協力していければと思う次第です。 

 以上、ご報告させていただくと共に、私自身も大変勉強になりました。 

 

●オール法政新年を祝う会 渥美 龍彦（昭和58年卒） 

 ここ数年、公認会計士合格祝賀会の翌日が、法政大学校友会「オール法政新年を祝う会」の開催日となっています。今年も祝賀

会翌日の１月26日（日）、「持続可能な社会を実現するために『価値』を想像し、未来を繋ごう」をテーマに、例年と同じグランドニッ

コー東京台場「パレロワイヤル」にて、2025年「オール法政新年を祝う会」が開催されました。 

 第一部では、「教育現場での『価値』を創造し、未来に繋ぐ」

「学生支援社会連携事業での『価値』を創造し、未来に繋ぐ」

ご講演、第二部では『あの花が咲く丘で、君とまた出会えた

ら』で第47回日本アカデミー賞優秀監督賞を受賞された成田

洋一監督への「法友会『価値』創造賞」贈呈と監督からのご

講演がありました。ダイアナ・コー法政大学次期総長の乾杯

で祝宴に移り、応援団演舞、「頑張れ！法政スポーツ」の紹

介、最後は約800人の出席者全員で校歌を斉唱しました。 

 閉会後、いつものように法政士業の会の面々で記念写真

を撮り、会場を後にしました。 

 

●日本大学桜門会計人会 河西正之（平成元年卒） 

 2025年2月12日、日本大学桜門会計人会の定期総会、新春懇談会、合計祝賀会に飯塚副会長とともに参加してきました。総会と

祝賀会を同時に行うのは珍しく、他には慶応の三田会ぐらいかなと思います。 

 合格者は14名で祝賀会参加者は8名でした。会長の挨拶に始まり、学長の祝辞等と

続きました。学部長の祝辞が法学部、経済学部、商学部の順番だったので、法政の感

覚からすると違和感があったのですが、出席者の出身学部をみるとうなずけました。法

学部3名、経済・商学2名でした。 

 その後は、懇談、記念品贈呈と続き、途中、合格者のじゃんけん大会を挟んで、最後

は三本締めでお開きとなりました。 

 

 

●公認会計士三田会 河西正之（平成元年卒） 

 2025年3月26日、公認会計士三田会の懇親会に太田会長とともに参加してきました。三田会では、新人歓迎会と同時開催ですの

で、新人も参加しています。2024年11月の合格発表では合格者171名を出しています

が、参加者はそんなにいない印象を受けました。 

 時間通りに到着したものの、既に始まっており、日本公認会計士協会の茂木会長が

挨拶をされていました。その後、三田会会長が柳澤義一さんに交代となった旨の報告

があり、乾杯、懇談となりました。 
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令和6年度定期総会議案等の概要 

事務局より  

 令和6年度の定期総会を対面で9月1日に開催予定です、報告事項、決議事項は以下の通りです。 

 

●報告事項 

 1.会員数の推移、2.定期総会及び懇親会、3.法友会活動の活性化、4.会員研修会、5.公認会計士試験合格祝賀会、6.会報、7.会員名簿

の発送と更新、8.法友会のプレゼンスを高める活動の推進、9.法政士業の会との連携、他大学の公認会計士会との交流、10.オール法

政ゴルフ大会 「総長杯」及びＣＰＡゴルフ「十月会」 、11.会費納入状況、12.収支報告、監事監査報告 の13項目について報告を行いま

す。 

 

●決議事項１「令和7年度事業活動計画及び予算案」  

 1.定期総会及び懇親会、2.法友会活動の活性化、3.会員研修会、4.公認会計士試験合格祝賀会、5.会報、6.会員名簿、7.法友会のプレ

ゼンスを高める活動の推進、8.法政士業の会との連携、他大学の公認会計士会との交流、9.法友会ゴルフコンペ、オール法政ゴルフ大

会 「総長杯」及びＣＰＡゴルフ「十月会」 、10. 会費納入状況と改善方策の検討 、11.その他、12.予算案について、審議・決議を行います。 

 

●決議事項２「役員の選任の件」 

 役員全員が本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、法友会会則第8条により会長、副会長、幹事、監事の選任を

お願いするものです。 

 また、若手会員のより一層の活動への参加を促進することから、若手の役員４名の登用を進めています。 

 

●決議事項３「「和食奨学基金」の設置（特別会計）とその活用方法」  

 昨年度に和食顧問から特別寄付金として2百万円をいただきました。役員会にて、和食顧問の意向を確認し、使途及び会計について検

討を行いました。結果、名称を「和食奨学基金」とした特別会計を設置し、使途は、後進の育成、特に卒業生の受験生に対する支援のた

めに充当することとし、支出の都度、役員会にて審議決定します。 

 

●決議事項４「会則変更の件」 

 現在の会則では、役員候補者の選任方法が明確になっていないため、今後の会務運営を行っていくうえで、明確にしておくべきと考え

て、明文化します。また、会務活動の拡大に伴い、副会長の人数を増やすこととしました。 

 審議事項３で特別会計を設置することとしましたが、会則には特別会計の規定がありませんので、規定する必要があります。 

 これらを受けて、所要の変更を行います。 

 

※決算・予算概要 

 令和6年度も、多くの会員の皆様から会費・寄付をいただきました。ありがとうございました。 

 なお、この決算・予算には特別寄付金2,000,000円を含めていません。 

①収入関連 

 令和6年度は、定期総会、合格祝賀会の参加者は予定に達し、また、

年度会費等については、前年比で増加しました。令和7年度は、合格祝

賀会については、参加費の値上げを検討しています。 

②支出関連 

 総会・祝賀会開催費用は、令和6年度は、昨今の値上がりの影響、合

格者の増加により参加費無料の参加者が増えたことから、予算を超え

ました。 令和7年度もその傾向は続くと考えており、合格者を40名と想

定して、一部コストダウンを検討して、予算を作成しました。 

決算・予算概要(単位：千円) R6年度予算 R6年度実績 R7年度予算 

会費・寄付金 2,235 2,277 2,589 

校友会（合格者お祝い金） 450 990 600 

収入合計 2,685 3,267 3,189 

総会・祝賀会開催費用 1,874 2,537 2,139 

終身会員登録 150 - 150 

奨学支援金 350 200 350 

その他 633 602 591 

支出合計 3,007 3,339 3,230 

収支差 △322 △72 △41 

前期繰越 3,518 3,518 3,446 

未払金 － － － 

次期繰越 3,196 3,446 3,405 
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会員研修会報告 

事務局より 

 令和7年1月25日（土）に公認会計士法友会の会員研修会を市ヶ谷キャンパスの富士見坂校舎の教室にて開催しました。講師

は、三浦 太 会員 で、研修テーマは『スタートアップ・ベンチャーの経営強化のやり方』 で、持続的成長のための"次の一手"の考

え方を解説してくれました。会員が多数参加してくださり、大変充実した研修会となりました。 

会費等納入の御礼  

令和6年度（2025年3月31日まで）に会費・寄付等を頂いた方は以下の通りです。皆様、どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

飯塚 昇 五十嵐 正明 井口 眞宏 石川 亜依 石川 正敏 石出 康子 井上 倫哉 太田 荘一 大野 厚夫 

奥 朋 小野 隆良 尾町 雅文 柿沼 幸二 金子 祐大 河西 正之 瓦井 藍 北村 敏雄 君和田 和子 

黒田 學 桑原 正信 神田 忠二郎 古田圡 滿 小林 保弘 齋藤 太郎 酒井 宏暢 坂下 貴之 佐藤 志郎 

篠原 可奈 杉本 喜代美 鈴木 和郎 鈴木 一功 鈴木 一宏 高木 淳 髙羽 直 髙橋 和司 髙橋 良輔 

高村 茂 竹澤 正人 竹部 直一郎 舘内 宏宣 堤 研一 遠山 景一 富樫 健一 豊島 忠夫 中村 里佳 

中山 理恵子 那須 玄 橋爪 宏徳 日浦 正貴 藤田 健吾 藤田 利弘 藤原 明 古川 直磨 發知 敏雄 

本間 寛 前田 大輔 松田 栞 矢野 冬也 矢部 豊 山本 成男 山本 義昌 

 

 

定期総会に参加いただいた方は以下の通りです。皆様、どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

渥美 龍彦 新井 良明 飯塚 昇 石割 由紀人 井上 倫哉 鵜藤 葉子 太田 荘一 大谷 はるみ 小野 隆良 

河西 正之 木下 恵嗣 倉持 直樹 古田圡 滿 小場 貴之 佐竹 健二 佐藤 康平 髙橋 良輔 竹澤 隆国 

西浦 正和 韮澤 政男 春山 直輝 福薗 健 三浦 太 森口 輝来 矢部 豊 

 

合格祝賀会に参加いただいた方は以下の通りです。皆様、どうもありがとうございました。 

(50音順、敬称略) 

渥美 龍彦 新井 良明 飯塚 昇 池田 雅人 石川 正敏 市川 隼 伊藤 章子 伊藤 将也 井上 健太郎 

井上 倫哉 鵜飼 颯大 太田 荘一 大野 厚夫 大谷 はるみ 岡本 裕二 小倉 加奈子 越智 一成 小野 隆良 

柿沼 幸二 川口 宗夫 河西 正之 岸野 勝 草深 文理 倉持 直樹 古田圡 滿 小堀 良典 齋藤 太郎 

坂下 貴之 佐々木 大佑 佐竹 健二 佐藤 直 鈴木 和郎 鈴木 雄飛 高木 淳 髙橋 良輔 瀧本 祐和 

竹内 勝利 竹澤 正人 田中 創 田原 聖一朗 堤 研一 富樫 健一 永井 恵太 永田 郷 中村 元紀 

那須 玄 西浦 正和 春山 直輝 前田 大輔 牧野 智成 三浦 太 森口 輝来 矢部 豊 山田 努 

若杉 七海 和食 克雄 

令和6年度に終身会員に新規登録を頂いた方、年度同期会からの所属変更をしていただいた方は、以下の通りです。どうもありがとうございました。 

                                                                                                                                                                            (敬称略) 

鵜飼颯大 丹沢祐介 山本奈緒 中野優音 中野圭祐 古川桃子 鈴木侃汰 髙山大誠 

校友会終身会員所属変更 



公認会計士法友会事務局 

〒169-0074 

東京都新宿区北新宿4-19-15 

E-mail：hosei.hoyukai@gmail.com  

母校の発展と後進育成への貢献を

目指して活動しています。 

公認会計士法友会 編集後記 
 とても暑い日が続いておりますが、みなさん、いかがお過ごしでしょうか。今年の

定期総会時の会員研修会、懇親会に、高度会計人育成センター長・経営学部 教授

である川島 健司先生をお招きし、特別企画をご用意いたしました。 

 川島先生は、日本ソムリエ協会認定ワインエキスパートでいらっしゃいます。 

会員研修会は、「会計専門家のためのワインテイスティング：財務分析との共通性」

「イタリアワインと複式簿記の起源」という、大変興味深い二つのテーマを軸に展開

され、試飲も予定しています。 

 懇親会は、川島先生がセレクトされたイタリア各地のワインを味わいながら、その

土地の文化や歴史、そして会計学との意外な接点について、専門的かつ軽妙な解

説をお楽しみいただき、かつ、ワインに合う料理もいただく内容となっております。 

 残暑厳しき折とは存じますが、皆様にとって実り多きひとときとなりますよう、心よ

りお待ち申し上げております。 

ホームページもご覧下さい。 

http://hoyukai.la.coocan.jp/ 

 

Books!  
「公認会計士＆税理士のためのスタートアップ支援税務のススメ」（幻冬舎） / 石割 由紀人会員（1993年経営学部卒）。

スタートアップ支援税務を通じて、専門知識が起業家の挑戦を後押しし、社会を前に進める実感を得られます。公認会

計士＋αのスキルを身に付けて、新たなキャリアの可能性を、一緒に開いていきましょう！ 

 

 

※現在、書籍の保管場所がないため、受入は中止しています。この場合でも、出版情報は引き続き掲載したいと思いま

すので、お寄せいただきますよう、お願いいたします。その際に、執筆者からの一言(書籍の宣伝でもOK)も併せてお願

いいたします。 

3月末現在の会員数 806名 

 法友会活動は会員の皆様からの会費及び寄付金で賄われておりますが、合格祝賀会などの行事開催費、通信費などの運営諸
経費、友好他大学会計士会団体への参加費等の支出、また最近では、法政大学の公認会計士試験現役受験生の合格を支援す
る「奨学支援金」の原資として経常的な資金が必要であり、会員各位のご理解とご協力なくしては、持続的な活動が出来ません。 
 最近、会費及び寄付金を納めていただける方が固定化し、また、減少傾向にあります。一方、会員の増加で定期総会や合格祝
賀会のご案内にかかる通信費の増大や「奨学支援金」の拡充等も必要となっております。会員の皆様の、ご理解とご協力を強くお
願いする次第です。 
 今年度（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）会費の納入と寄付金のお願いをさせていただきたく、郵便振替口座振込用紙
を同封させていただきました。 
 毎年の年度会費及び年度寄付金に、いったいいくら納入すればよいのか分からないなどのご意見・質問が寄せられます。法友
会活動は会員の皆様からの会費及び寄付金の納入で支えられていますが、皆様に大きな負担を感じさせるのは本意ではありま
せん。あくまでも会員の皆様のご厚意にお願いするものであります。 
 年度会費を納入されていない方につきましては、年度会費の5,000円だけでも結構ですし、年度寄付金・奨学支援金等の寄付金
として10,000円（一口）だけを納入していただいても結構です。 
 もし、ご賛同をいただけるのであれば、年度会費と寄付金を合わせて15,000円を納入していただければ、大変、助かります。 
 振込先を記入した郵便振替口座用紙を同封させていただきましたが、銀行振込をされる場合は下記の口座にお願いいたしま
す。 
 銀行口座 三菱ＵＦＪ銀行 東中野支店(店番１５２)  普通預金・口座番号 １５５９２５６ 口座名・公認会計士法友会 
＜連絡先＞ 〒169-0074 東京都新宿区北新宿４－１９－１５ 正和ハイツ 
         公認会計士法友会事務局  080-8886-0375 / hosei.hoyukai@gmail.com 

令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日） 年度会費及び寄付金のご協力のお願い 

今後のイベント予定（皆さん、ご予定ください） 
・定期総会、会員研修会、懇親会：2025年9月1日（月） ボアソナード・タワー26階  
・合格祝賀会：2026年1月24日（土） ボアソナード・タワー26階  スカイホール 

● 法政士業の会よりお願い 
法政大学校友会では、卒業生等が経営している（関係している）お店を「法政オレンジMAP」にて紹介しています。しかし、士業の方の登
録がほとんどありません。 
ぜひ、登録いただければと思います。下記URLの法政オレンジマップのサイトから店舗情報入力フォーム へ進んでください。 

 https://hoseinet.or.jp/orangemap/ 


